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わ
が
家
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

ま
つ 

お

た
か 

し

松
尾
　
孝
司

　
ご
飯
は
、
小
ど
ん
ぶ
り
に
盛

り
、
お
茶
は
、
今
な
ら
焼
酎
の
お

湯
割
り
用
の
よ
う
な
大
カ
ッ
プ

に

―
。
毎
朝
の
仏
壇
へ
の
お

供
え
は
、
そ
ん
な
風
だ
っ
た
。
祖

母
や
母
た
ち
が
生
き
て
い
た
頃

の
話
に
な
る
。「
た
く
さ
ん
の
ご

先
祖
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
い
ま
も
、
仏
壇
の

中
に
は
十
一
の
位
牌
が
あ
る
。
夫
婦
単
位
の
も
の
も
あ
る
し
子
ど
も
だ

け
の
位
牌
も
あ
る
。
古
い
も
の
は
、
元
禄
時
代
か
ら
の
十
四
人
の
戒
名

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
本
家
に
当
た
る
先
祖
の
位
牌
で
、
後
継
ぎ
が
絶
え

た
た
め
祭
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
位
牌
の
中
に
は
、
婿
養
子
に
迎

え
た
曽
祖
父
の
先
祖
の
も
の
も
あ
る
。「
稱
名
寺
旦
那
寺
霊
位
」
と
な
っ

て
お
り
、
現
在
の
博
多
座
の
地
に
眠
っ
て
い
た
人
た
ち
の
も
の
ら
し
い
。

い
ろ
ん
な
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
仏
壇
の
中

に
あ
る
。

　
そ
ん
な
仏
壇
の
中
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
母
が
亡
く
な
り
、
だ
れ

も
身
寄
り
が
い
な
く
な
っ
た
後
だ
っ
た
。
一
人
暮
ら
し
、
仏
壇
の
側
で

寝
起
き
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
先
祖
の
こ
と
は
、
戦
争
中

ま
で
隣
に
住
ん
で
い
た
古
い
親
戚
の
家
に
文
書
で
残
さ
れ
て
い
た
。
縁

続
き
だ
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
先
祖
の
こ
と
も
併
せ
て
書
き
留
め
た
よ

う
だ
。
嫁
い
で
き
た
女
性
の
実
家
や
嫁
ぎ
先
の
記
録
も
あ
る
。
そ
ん
な

歩
み
を
書
き
残
せ
た
こ
と
は
、
先
祖
に
感
謝
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
生

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
時
空
を
超
え
て
、
仏
壇
か
ら
身
近
な
人
た
ち
の

歴
史
ヒ
ス
ト
リ
ア
に
出
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
と
、
さ
さ
や
か

で
も
い
か
ら
家
族
の
歴
史
を
書
き
残
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い

の
に
と
思
う
。
平
成
の
世
も
、
あ
と
数
カ
月
。
お
仏
壇
は
、
元
気
を
届

け
て
く
れ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
な
の
だ
ろ
う
か
。

（
博
多
を
語
る
会
会
員
、
元
田
川
市
美
術
館
長
）

福
岡
市
美
術
館
は
、
市
民
の
憩
い
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る
全
国
有
数
の
水
景
公
園
「
大
濠
公
園
」

の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。
約
2
6
、0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
も
の
広
大
な
敷
地
に
大
濠
公
園
の

水
と
緑
に
映
え
る
ブ
ラ
ウ
ン
レ
ッ
ド
の
建
物
で
す
。
館
内
に
は
ミ
ロ
や
ダ
リ
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
な

ど
の
近
現
代
美
術
作
品
を
は
じ
め
、
東
洋
の
古
美
術
品
ま
で
多
数
所
蔵
す
る
美
術
館
で
す
。

散 歩 道
福岡市美術館

創立1955年　医療法人  西福岡病院ご自由にお持ち帰り下さい。

一般病院認定
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952953

954

西
福
岡
病
院
の
理
念

西
福
岡
病
院
の
理
念

地
域
の
人
々
に
信
頼
さ
れ
る

納
得
と
安
心
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。
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車
の
場
合
、Ｊ
Ｒ
の
福
間
駅
、
古

賀
駅
ま
た
は
東
郷
駅
か
ら
、
い
ず

れ
も
20
分
程
。
西
鉄
バ
ス
を
利
用

す
る
と
き
は
、
古
賀
駅
前
か
ら
乗

車
し
、
終
点
の
薦
野
で
降
り
、
徒

歩
約
25
分
で
舎
利
蔵
の
勝
宝
寺
跡

に
着
く
。交
点
①
の「
田
中
」標
識
、

交
点
②
の
「
舎
利
蔵
自
然
林
」
へ

の
誘
導
標
識
は
目
印
に
な
る
。

　
舎
利
蔵
と
い
う
地
名
は
、
名
僧

の
行
基
が
仏
舎
利
を
安
置
し
、
勝

宝
寺
を
創
立
し
た
こ
と
に
由
来
す

る
と
言
わ
れ
る
。
村
人
た
ち
は
仏

罰
を
恐
れ
、
境
内
周
辺
だ
け
は
手

　

こ
も  

の

ぎ
ょ
う
き

ぶ
っ  

し
ゃ  

り

し
ゃ  

り  

く
ら

し
ょ
う
ほ
う
じ  

あ
と

舎
利
蔵
の
自
然
林

体
験
活
動
協
会
Ｆ
Ｅ
Ａ  

理
事
長

谷　
　
正
之舎利蔵のナギ（鐘撞堂右側） その3

特　集

曽
田
豊
二
文
庫
長

元 

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

　
総
合
技
術
研
究
所 

主
幹
研
究
員

九
大
工
学
部
卒

田
中 

公
人

た

な
か

き
み

と

曽
田
豊
二
医
師
の
情
念

　
学
生
時
代
結
核
に
罹
患
し
、
聖
書
・

賛
美
歌
を
携
え
、
教
会
に
通
っ
た
求
道

者
の
姿
が
あ
り
ま
す
が
、「
進
化
論
」

に
懐
疑
的
な
が
ら
も
、
拮
抗
す
る
聖
書

の
矛
盾
に
気
付
き
、
寧
ろ
仏
教
哲
学
の

世
界
へ
。

　
道
元
、
良
寛
、
親
鸞
に
代
表
さ
れ
る

仏
教
哲
学
の
無
明
、
光
明
を
最
期
ま
で

追
究
。
特
筆
す
べ
き
は
、
新
左
翼
思
想

の
拠
り
所
で
あ
っ
た
吉
本
隆
明
の
著
書

「
最
後
の
親
鸞
」
等
も
座
右
の
書
で

あ
っ
た
こ
と
で
す
。

　
一
方
、「
未
だ
生
を
知
ら
ず
、
焉
ん

ぞ
死
を
知
ら
ん
」
の
孔
子
の
教
え
に
感

銘
を
受
け
、
更
に
は
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ

流
の
「
冷
徹
な
リ
ア
リ
ス
ト
」
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
数
学（
純
科
学
）、物
理
、宇
宙
科
学
、

航
空
宇
宙
工
学
、
生
命
科
学
、
科
学
雑

誌
、
科
学
新
書
等
の
最
新
科
学
情
報
、

情
報
工
学
。

　
全
世
界
史
、
四
大
文
明
、
エ
ー
ゲ
文

明
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
明
、
古
代
ロ
ー

マ
史
（
塩
野
七
生
）、
日
本
古
代
史
（
邪

馬
台
国
）、
天
皇
に
つ
い
て
。

　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
、
近
代
ド
イ
ツ

哲
学
、
有
神
論
的
実
存
主
義
か
ら
、
真

逆
の
無
神
論
、
現
象
学
、
そ
し
て
三
木

清
哲
学
（
全
集
）
並
び
に
構
造
主
義
。

　
米
英
独
語
（
医
学
専
門
論
文
）、
日

本
言
語
学
に
精
通
。
ド
イ
ツ
留
学
時
に

論
文
発
表
、
帰
国
後
も
医
学
部
の
講
義

を
独
語
で
行
な
う
程
で
し
た
。

　
芸
術
（
美
術
、
音
楽
）
へ
の
造
詣
も

深
く
、
東
山
魁
夷
、
平
山
郁
夫
、
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
、
柳
原
良
平
等
。

　
文
学
（
世
界
・
日
本
文
学
全
集
、
夏

目
漱
石
全
集
等
）、
詩
、
小
説
、
推
理

小
説
（
ス
パ
イ
小
説
、
松
本
清
張
等
）、

時
代
小
説
（
庶
民
文
化
、
武
士
の
哀
歓

を
描
い
た
藤
沢
周
平
、
池
波
正
太
郎

等
）、
随
筆
、
劇
画
（
ゴ
ル
ゴ
サ
ー

テ
ィ
ー
ン
等
）。

　
戦
争
の
時
代
に
「
生
と
死
」
の
只
中

に
あ
っ
た
体
験
か
ら
か
、
軍
事
、
反
戦

に
関
す
る
書
物
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　
過
去
三
十
年
の
国
際
・
国
内
政
治
は

混
迷
を
極
め
て
い
ま
す
が
、
亡
く
な
る

直
前
ま
で
日
本
の
近
未
来
を
憂
慮
し
、

日
本
の
進
路
、
各
政
治
評
論
家
の
論

戦
、
憲
法
論
議
、
企
業
戦
略
に
関
心
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
常
人

の
レ
ベ
ル
を
逸
脱
し
て
お
り
。
全
世
界

の
料
理
本
及
び
ワ
イ
ン
の
嗜
好
、
イ
チ

ロ
ー
選
手
の
意
志
・
意
欲
を
著
し
た
書

物
。
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
チ
ェ
ス
他
。

　
以
上
は
、
個
人
の
蔵
書
レ
ベ
ル
を
超

越
し
た
曽
田
豊
二
文
庫
の
片
鱗
に
触
れ

た
小
職
の
主
観
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
諸
氏
御
自
身
が
来
館
、
彼
の
存
在
感

を
認
識
し
て
戴
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
曽
田
豊
二
医
師
の
生
涯
（
約
一
世

紀
）、
世
界
は
政
治
・
経
済
・
文
化
の

多
種
多
様
・
浮
遊
化
、
自
然
科
学
及
び

航
空
宇
宙
工
学
の
大
躍
進
、
二
度
の
世

界
大
戦
、
大
量
殺
戮
兵
器
及
び
ロ
ケ
ッ

ト
開
発
競
争
、
冷
戦
、
テ
ロ
と
人
質
の

時
代
、
局
地
戦
等
、
正
に
人
類
史
上
稀

有
な
激
動
の
只
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
彼
は
破
天
荒
な
弊
衣
破
帽
、
淡
く
て

物
悲
し
い
旧
制
高
等
学
校
の
青
春
時
代

を
過
ご
し
、
旧
帝
大
医
学
部
へ
進
学
、

医
科
学
の
道
に
一
生
を
捧
げ
ま
し
た

が
、
最
期
迄
、
未
知
の
課
題
に
興
味
を

も
つ
遠
隔
対
象
性
、
知
的
好
奇
心
は
強

烈
で
、
知
の
探
究
者
と
し
て
旧
曽
田
邸

に
残
し
た
書
籍
、
文
書
等
は
総
数
四
万

点
以
上
に
及
び
ま
す
。

　
こ
の
度
、
キ
ミ
ヨ
夫
人
、
曽
田
豊
二

記
念
財
団
、
西
福
岡
病
院
安
藤
文
英
理

事
長
が
そ
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
蔵
書

を
当
時
の
旧
曽
田
邸
の
門
柱
及
び
建
築

部
材
等
と
共
に
西
福
岡
病
院
に
移
管

し
、
新
生
「
曽
田
豊
二
文
庫
」
が
甦
り

ま
し
た
。

　
新
文
庫
で
は
彼
自
身
の
書
棚
及
び
書

籍
配
列
に
準
じ
る
各
書
籍
の
秀
逸
な
表

紙
・
カ
バ
ー
の
装
丁
、
書
籍
帯
の
題
、

並
び
に
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
秘
め
ら
れ

た
著
者
の
意
図
、
そ
れ
に
呼
応
し
選
定

し
た
彼
の
心
象
風
景
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
自
然
科
学
を
始
め
と
し
た
各
分
野
に

至
る
書
籍
の
内
容
、
及
び
自
然
な

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
起
こ
し
た
「
無

料
医
療
相
談
所
の
開
設
、運
営
」、セ
ツ

ル
メ
ン
ト
の
記
録
か
ら
、
彼
の
情
念
、

原
体
験
が
推
察
さ
れ
ま
す
が
、
読
書
か

ら
得
た
叡
智
を
も
っ
て
、
正
に
ノ
ブ
レ

ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
を
実
行
し
て
き
た

「
徳
の
人
」
と
断
言
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
又
、
庶
民
の
心
に
触
れ
、
武
士
の
哀

歓
を
謳
っ
た
時
代
小
説
、
官
能
小
説
に

も
関
心
が
あ
っ
た
程
、
豊
か
な
人
間
性

に
溢
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

ま
す
。

　
以
下
、
蔵
書
数
約
三
万
冊
の
具
体
的

内
容
は
、
専
門
の
医
科
学
に
限
ら
ず
全

分
野
に
波
及
し
て
い
ま
す
。

　
医
科
学
専
門
書
、
免
疫
・
老
化
・
癌
、

健
康
、
医
師
の
随
想
、
更
に
は
脳
の
進

化
、
生
命
科
学
、
派
生
し
て
死
生
観
、

宗
教
哲
学
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
り
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い  

い　
は  

ぼ
う

　
　
　
　
　
　
え
い  
ち

　
　
　
　
う
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
か
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

り  

か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

き
っ
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
く

951

952953

954

● 生きがい　3月号



を
付
け
な
か
っ
た
。
今
は
廃
絶
し

て
観
音
堂
な
ど
が
残
る
だ
け
だ
が
、

地
元
の
人
々
の
手
に
よ
り
今
も
な

お
自
然
林
は
守
ら
れ
て
い
る
。

　
と
く
に
鐘
撞
堂
そ
ば
の
県
指
定

天
然
記
念
物
の
ナ
ギ
の
大
木
5
本

に
は
、
存
在
感
が
あ
る
。
西
側
に

は
イ
ス
ノ
キ
も
多
く
自
生
し
て
い

る
。
　
古
賀
市
の
清
瀧
寺
に
立
ち
寄
る

の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
樹
齢
約
3
0
0

年
の
イ
ス
ノ
キ
の
大
木
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
福
津
市
舎
利
蔵

　
　
　
　
　
薦
野
バ
ス
停
か
ら
清
瀧
寺

へ
は
、
徒
歩
約
20
分
。

　

せ
い
り
ゅ
う
じ

県天然記念物「清瀧寺イスノキ」

イスノキ

愛宕社

天降神社
清瀧寺

観音堂
（勝宝寺跡）

舎
利
蔵
の
自
然
林ナギ

〈清瀧橋〉

卍

飯盛山
（157m）

城の山（291m）

鶇岳
（335m）

↑（至） JR福間駅

（至） JR東郷駅
↑

↓（至） 西山
←（至

） JR古
賀駅

Ⓟ

WC

「
薦
野
」

〈九
州自
動車
道〉

〈R
503
〉

〈R5
34〉

〈R535〉

交点①

交点②

場
　
　
所

一
口
メ
モ

　
学
生
時
代
結
核
に
罹
患
し
、
聖
書
・

賛
美
歌
を
携
え
、
教
会
に
通
っ
た
求
道

者
の
姿
が
あ
り
ま
す
が
、「
進
化
論
」

に
懐
疑
的
な
が
ら
も
、
拮
抗
す
る
聖
書

の
矛
盾
に
気
付
き
、
寧
ろ
仏
教
哲
学
の

世
界
へ
。

　
道
元
、
良
寛
、
親
鸞
に
代
表
さ
れ
る

仏
教
哲
学
の
無
明
、
光
明
を
最
期
ま
で

追
究
。
特
筆
す
べ
き
は
、
新
左
翼
思
想

の
拠
り
所
で
あ
っ
た
吉
本
隆
明
の
著
書

「
最
後
の
親
鸞
」
等
も
座
右
の
書
で

あ
っ
た
こ
と
で
す
。

　
一
方
、「
未
だ
生
を
知
ら
ず
、
焉
ん

ぞ
死
を
知
ら
ん
」
の
孔
子
の
教
え
に
感

銘
を
受
け
、
更
に
は
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ

流
の
「
冷
徹
な
リ
ア
リ
ス
ト
」
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
数
学（
純
科
学
）、物
理
、宇
宙
科
学
、

航
空
宇
宙
工
学
、
生
命
科
学
、
科
学
雑

誌
、
科
学
新
書
等
の
最
新
科
学
情
報
、

情
報
工
学
。

　
全
世
界
史
、
四
大
文
明
、
エ
ー
ゲ
文

明
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
明
、
古
代
ロ
ー

マ
史
（
塩
野
七
生
）、
日
本
古
代
史
（
邪

馬
台
国
）、
天
皇
に
つ
い
て
。

　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
、
近
代
ド
イ
ツ

哲
学
、
有
神
論
的
実
存
主
義
か
ら
、
真

逆
の
無
神
論
、
現
象
学
、
そ
し
て
三
木

清
哲
学
（
全
集
）
並
び
に
構
造
主
義
。

　
米
英
独
語
（
医
学
専
門
論
文
）、
日

本
言
語
学
に
精
通
。
ド
イ
ツ
留
学
時
に

論
文
発
表
、
帰
国
後
も
医
学
部
の
講
義

を
独
語
で
行
な
う
程
で
し
た
。

　
芸
術
（
美
術
、
音
楽
）
へ
の
造
詣
も

深
く
、
東
山
魁
夷
、
平
山
郁
夫
、
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
、
柳
原
良
平
等
。

　
文
学
（
世
界
・
日
本
文
学
全
集
、
夏

目
漱
石
全
集
等
）、
詩
、
小
説
、
推
理

小
説
（
ス
パ
イ
小
説
、
松
本
清
張
等
）、

時
代
小
説
（
庶
民
文
化
、
武
士
の
哀
歓

を
描
い
た
藤
沢
周
平
、
池
波
正
太
郎

等
）、
随
筆
、
劇
画
（
ゴ
ル
ゴ
サ
ー

テ
ィ
ー
ン
等
）。

　
戦
争
の
時
代
に
「
生
と
死
」
の
只
中

に
あ
っ
た
体
験
か
ら
か
、
軍
事
、
反
戦

に
関
す
る
書
物
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　
過
去
三
十
年
の
国
際
・
国
内
政
治
は

混
迷
を
極
め
て
い
ま
す
が
、
亡
く
な
る

直
前
ま
で
日
本
の
近
未
来
を
憂
慮
し
、

日
本
の
進
路
、
各
政
治
評
論
家
の
論

戦
、
憲
法
論
議
、
企
業
戦
略
に
関
心
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
常
人

の
レ
ベ
ル
を
逸
脱
し
て
お
り
。
全
世
界

の
料
理
本
及
び
ワ
イ
ン
の
嗜
好
、
イ
チ

ロ
ー
選
手
の
意
志
・
意
欲
を
著
し
た
書

物
。
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
チ
ェ
ス
他
。

　
以
上
は
、
個
人
の
蔵
書
レ
ベ
ル
を
超

越
し
た
曽
田
豊
二
文
庫
の
片
鱗
に
触
れ

た
小
職
の
主
観
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
諸
氏
御
自
身
が
来
館
、
彼
の
存
在
感

を
認
識
し
て
戴
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
曽
田
豊
二
医
師
の
生
涯
（
約
一
世

紀
）、
世
界
は
政
治
・
経
済
・
文
化
の

多
種
多
様
・
浮
遊
化
、
自
然
科
学
及
び

航
空
宇
宙
工
学
の
大
躍
進
、
二
度
の
世

界
大
戦
、
大
量
殺
戮
兵
器
及
び
ロ
ケ
ッ

ト
開
発
競
争
、
冷
戦
、
テ
ロ
と
人
質
の

時
代
、
局
地
戦
等
、
正
に
人
類
史
上
稀

有
な
激
動
の
只
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
彼
は
破
天
荒
な
弊
衣
破
帽
、
淡
く
て

物
悲
し
い
旧
制
高
等
学
校
の
青
春
時
代

を
過
ご
し
、
旧
帝
大
医
学
部
へ
進
学
、

医
科
学
の
道
に
一
生
を
捧
げ
ま
し
た

が
、
最
期
迄
、
未
知
の
課
題
に
興
味
を

も
つ
遠
隔
対
象
性
、
知
的
好
奇
心
は
強

烈
で
、
知
の
探
究
者
と
し
て
旧
曽
田
邸

に
残
し
た
書
籍
、
文
書
等
は
総
数
四
万

点
以
上
に
及
び
ま
す
。

　
こ
の
度
、
キ
ミ
ヨ
夫
人
、
曽
田
豊
二

記
念
財
団
、
西
福
岡
病
院
安
藤
文
英
理

事
長
が
そ
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
蔵
書

を
当
時
の
旧
曽
田
邸
の
門
柱
及
び
建
築

部
材
等
と
共
に
西
福
岡
病
院
に
移
管

し
、
新
生
「
曽
田
豊
二
文
庫
」
が
甦
り

ま
し
た
。

　
新
文
庫
で
は
彼
自
身
の
書
棚
及
び
書

籍
配
列
に
準
じ
る
各
書
籍
の
秀
逸
な
表

紙
・
カ
バ
ー
の
装
丁
、
書
籍
帯
の
題
、

並
び
に
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
秘
め
ら
れ

た
著
者
の
意
図
、
そ
れ
に
呼
応
し
選
定

し
た
彼
の
心
象
風
景
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
自
然
科
学
を
始
め
と
し
た
各
分
野
に

至
る
書
籍
の
内
容
、
及
び
自
然
な

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
起
こ
し
た
「
無

料
医
療
相
談
所
の
開
設
、運
営
」、セ
ツ

ル
メ
ン
ト
の
記
録
か
ら
、
彼
の
情
念
、

原
体
験
が
推
察
さ
れ
ま
す
が
、
読
書
か

ら
得
た
叡
智
を
も
っ
て
、
正
に
ノ
ブ
レ

ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
を
実
行
し
て
き
た

「
徳
の
人
」
と
断
言
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
又
、
庶
民
の
心
に
触
れ
、
武
士
の
哀

歓
を
謳
っ
た
時
代
小
説
、
官
能
小
説
に

も
関
心
が
あ
っ
た
程
、
豊
か
な
人
間
性

に
溢
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

ま
す
。

　
以
下
、
蔵
書
数
約
三
万
冊
の
具
体
的

内
容
は
、
専
門
の
医
科
学
に
限
ら
ず
全

分
野
に
波
及
し
て
い
ま
す
。

　
医
科
学
専
門
書
、
免
疫
・
老
化
・
癌
、

健
康
、
医
師
の
随
想
、
更
に
は
脳
の
進

化
、
生
命
科
学
、
派
生
し
て
死
生
観
、

宗
教
哲
学
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぞ
う
け
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

し  

こ
う

〒819-0055 福岡市西区生の松原3丁目18番3号
（西福岡病院隣接地）
ＴＥＬ. 092-260-1860
ＦＡＸ. 092-260-7510
開館時間／10：00～15：00
休館日／月曜日・火曜日

曽田豊二文庫
そ　だ  とよ じ

951

952953

954
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ご 案 内 健康講話

お問い合わせ先
医療法人 西福岡病院 総務課 ☎092-881-1331

外 来 診 察 表
診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日

午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　
科

内　　　科

呼吸器内科

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
神 経 内 科

外　　　　科
整形外科・リハビリテーション科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

中村
原田

國武
山田
大園
下田
非常勤
中垣
高比良

赤星
非常勤
非常勤

中村
原田（15時まで）
久冨
國武
山田
松尾

非常勤

中村
原田
髙野
國武

安藤（文）（予約制）／山田
松尾
井野

非常勤
高比良

赤星
非常勤
非常勤
非常勤
川上

原田（15時まで）
髙野
國武
宮本
松尾
下田

非常勤

川上

國武（予約制）

中村
原田
落合（2・4）
國武（1・3・5）
山田／宮本
松尾

非常勤
中垣

赤星
非常勤
森園／非常勤

児玉
原田（15時まで）
吉川
國武
山田
大園
下田

高比良

原田
髙野

松尾
下田
非常勤
中垣
高比良

赤星
非常勤
森園／非常勤

川上

原田（15時まで）
髙野/久冨

山田
松尾

非常勤

渡辺
吉川
國武
山田

大園/松尾
井野

非常勤
非常勤

赤星
非常勤
非常勤

川上

北原

落合
國武

非常勤（15：00まで）

非常勤

川上

交代

山田（月2回）

非常勤
非常勤
非常勤

非常勤
非常勤

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表☎092-881-1331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）

安藤（文）（予約制）
宮本／山田

◎場所 平原自然公園
 （久留米市田主丸町）
◎費用 2,000円（昼食代込み）
◎定員 40名（高齢者教室生優先）

2019 MARCH  平成31年3月1日発行「西福岡病院だより・生きがい」通巻第238号 禁無断転載  西福岡病院だより 生きがい 《3月号》

〒819-8555 福岡市西区生の松原3-18-8　☎ 092-881-1331・FAX 092-881-1333
（事業者個別番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.nishifukuhp.or.jp●発行／

医療法人
西福岡病院

住　所

講　師

会　費

と　き

場　所

平成31年3月30日（土）

医療法人西福岡病院  本館3階会議室

西区 生の松原3-18-8
整形外科　医師  高比良 知也
無料

午前10時より午前11時まで

☎　092-881-1331

951

952953

954

西 陵 公 民 館 ☎092-891-6342
高齢者教室 子育てミニミニひろば

「修了記念品づくり」
日　時 3月14日（木）
 10：00～ 12：00
◎場所 西陵公民館 児童等集会室
◎対象 0～3歳児と保護者
◎指導 保育士　大歯美穂子さん

《　　    痛みのはなし 》今月の
テーマ ／

「バスハイク」
日　時 3月28日（木）
 9：10出発～
 16：30帰着予定

＊参加費を添えて申し込んで下さい。
　受け付け開始は
3月1日より。 ＊皆さまの参加をお待ちしてい

ます。

地域・家族
交流会・勉強会

日時　平成31年3月9日土 10：30 ～ 11：30（受付10：00）
場所　西寿1Fリハビリ室

内容　デイケア利用者様のご家族から家庭での
　　　介護の体験談や介護をする際のコツなど
　　　をお話し頂く予定です。
　　　職員による車椅子の操作についての講習
　　　体験も予定しています。

参加費用無料！事前のお申し込みは必要あり
ませんのでお気軽にご参加ください！

介護老人保健施設 西寿
〒819-8555　福岡市西区生の松原3-18-9
TEL(092)892-3060　　担当　竹村・中島

家族の視点からみた在宅介護についてテーマ


